
当社は３月で７期目を向かえます。何のために仕事をするのか。経営をするのか。今一度、将来を
しっかり考えて経営していこうと、決意を新たにしました。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。

代表取締役　大江正孝

したが、何事も体験してみないとですね。百聞は一見に如かず 」ということわざがありますが、これに
は続きがあるそうです。「百見は一考に如かず、百考は一行に如かず、、百行は一果に如かず、百果
は一幸に如かず、百幸は一皇に如かず」（聞くだけでなく、実際に見てみないとわからない。見るだけ
でなく、考えないと意味がない。考えるだけでなく、行動するべきである。行動するだけでなく、成果を
出さなければならない。成果をあげるだけでなく、それが幸せにつながらなければならない。自分だけ
でなく、みんなの幸せを考えることが大事である）

令和初のお正月が過ぎ、春の訪れを感じる季節になりました。新型コロナウイルスの猛威が話題と
なっております。実害に遭われたお客様にはお見舞い申し上げます。当社の原料及び生産拠点は全
て国内のため、現時点で被害等はございませんが、健康管理に十分気をつけて生産を行ってまいりま
す。さて、今年の冬休みは人生初めてのスキーを体験してきました。場所は、新潟県の妙高です。ス
キー板を履くのがこんなに難しいとは！汗だくで悪戦苦闘しましたが、午後には少し滑れるようになり楽
しい体験でした。またチャレンジしたいです。寒いのが苦手でウインタースポーツはずっと敬遠していま
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<<年始祈祷>>

SunShineGarden ～～～ 社員の癒しスポット ～～～

弊社では、新年を迎えた休み明け初日に、那須塩原市にございます、

乃木神社で、社員全員にて年始の祈祷を行うのが恒例となっております。

今年も社員全員で、一年の安全祈願、商売繁盛を願い祈祷してまいりました。

<<PVC Award 2019>>

バイオマスシュリンクフィルム「和shu」がPVC Award 2019 の受賞作品に選ばれました。

PVC Award 2019は、PVC（塩ビ）素材（軟質・硬質を含む）の

優れた特長を活かした商品を広く公募する賞です。

今年のテーマは「新しい時代をCreateするPVC製品」。

株式会社コバヤシ様と共同で応募しました、

バイオマスシュリンクフィルム「和shu」が「入賞」に選ばれました。

和shuは、㈱コバヤシ様の植物由来のバイオマス原料と

当社の塩ビシュリンクフィルムを組み合わせた、今までに

ない画期的なバイオマスシュリンクフィルムです。

このフィルム、環境配慮したバイオマス原料を使用してい

ることはもちろん、新たな機能性も有しています。

それは、プラスチックなのに、和紙のような風合い・質感

があることです。

シュリンクフィルムの機能として商品保護は当たり前です。

「和shu」は、美観を高め、まさに装飾・化粧をする。

そんな付加価値をご提供します。特に和テイスト、高級感

を演出する包装材としてご提案いたします。

現在、和shuは開発の最終段階に入り、量産化に向けた調整を行っております。

春に向けて着々と準備が進んでいます。

今年の冬は暖冬といわれましたが、工場付近も例年に比べ雪の日が殆どありませんでした。

でも、山沿いのためか、風と寒さは例年どおりだったような気がします。

花壇をみると、小さな暖かさが．．．． 緑がいっぱいになる日が待ち遠しいです。

PVC Award 2019授賞式

令和2年1月10日(金) 如水会館にて

今年も、一年社員一丸となって、

お客様に喜ばれる企業創りに邁進してまいります。

本年も宜しくお願い申し上げます。



私たち、栃木工場がある町にはこんなものがあります。　シリーズ⑯

ヒーターの交換など、製袋機が工程で滞りなく稼動するよう日々努めています。
私事ですが、自動二輪の免許は所持していますが、事情により乗用車の普通免許取得のチャン
スを逃してしまい、いまだ普通免許をもっておりません。サラリーマン人生栃木にいましたの
で、年間通してバイクで通勤していました。雨や雪が降っても、暑くても寒くてもです。70を
こえた今でも、安全運転に心がけ、ライダー人生を貫いております。これからも若い者にまけ
ずにと頑張ってまいりますので、宜しくお願い致します。

牛乳をいただきながら、これからも日々の業務にあたってまいります。今後ともよろしくお願
い致します。

初めまして、製袋部門で製袋加工、機械メンテを担当してます、中山と申します。
子年生まれの71才になります、平成30年にひょんなことから、協力工場の紹介で入社させて頂
きました。別な会社で製袋業務に従事していた事から、製袋加工や製袋機の修理、型の研磨、

ルの整備や、ホームページの記事作成等を担当しています。直接お客様や製品に関わる業務で
はありませんが、社員の皆さんの働きやすさや、まだシュリンク包装を知らない方へのアプロ
ーチなど、日々悩み考えながら業務にあたっています。元々は鹿児島の離島出身で自宅から海
が見え、徒歩3分足らずで海岸という場所で生まれ育ちました。ご縁があり栃木県那須塩原市
生活を始めて丸3年、季節の変化や天気によって表情が変わる山々の美しさにすっかり魅了さ
れ、充実した毎日を過ごしています。近くの温泉でリフレッシュを欠かさず、美味しいお米・

お世話になります。営業部サポート課の大江と言います。
一昨年９月からサンプラスチックの仲間に加わり１年５ヶ月が経ちました。私は業務マニュア

熱をあてる時間等、工夫をすれば、収縮時間(作業時間)は延びますが仕上がりは比較的良く仕上ります。
シュリンク包装をしたいが、量はいらない、色々なサイズを少量ずつ調達したい、シュリンク包装を試してみたい
等々ありましたら、是非弊社のPVCシュリンク規格品をお勧めしたいと思います。

た。昨今の、シュリンクフィルムのニーズで小ロットで購入を望まれるお客様が増える傾向があり、そのニーズに
応える為に、少しずつバリエーションを増やしてまいりました。現在では、製袋加工品、ロール製品合わせて32
種ほどに増え、様々なお客様の要望に応えられるよう整えております。
別注品と違い、規格品は統一サイズとなっている為、若干サイズが合わないなど問題はございますが、小ロット
500枚～1000枚からの出荷となっており、量を必要としないお客様には、重宝していただいています。
シュリンクフィルムは熱で縮むフィルムですので、元のフィルムのサイズが若干合わなくとも、熱の当てかたや、

～～～ PVCシュリンク規格袋の有効活用～～～

弊社では、PVCシュリンクで規格袋を展開させて頂いております。
従来、シュリンクフィルムは別注生産が基本となり、規格品は特定の製品向けで一部展開している状況でし
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今年は、栃木工場近辺も殆ど積もるような雪の日が無く、メディアで言われています暖冬を実感しています。

地球温暖化のあおりか、栃木の北部も年々雪の降る日が少なくなっているような気がします。

環境問題、今、人が一番考える必要がある問題なのかな?と思う日々です。

営業部

大江いずみ

次回、春号は5月中旬発行予定です。

～～～高原山・那須岳(那須連山)～～～

関東平野の北に位置し、日光国立公園に指定されていて那須塩原市を囲むようにある山岳、連山を、ご紹介したいと思います。

那須塩原市は、栃木県北部に位置している為、北側には塩原温泉郷がある高原山、那須温泉で有名な那須連山が連なっています。

那須塩原市からは、各山々を見渡せる為、四季折々の顔を見せる為、地元の人たちは山をみて季節の変わりを体感しています。

高原山は、栃木県日光市と同塩谷郡塩谷町、那須塩原市、矢板市にまたがる山体です。

特に主峰鶏頂山、釈迦が岳、中岳、西平岳の山頂部は日光市と塩谷町に在り、東北部の裾野である八方ヶ原も含め、

その山体は日光国立公園に在る。日本三百名山の一つに選定されています。

釈迦ヶ岳火山群の峰

釈迦ヶ岳（標高1,795m）、鶏頂山（標高1,765m）、中岳（標高1,728m）、西平岳（標高1,712m）、剣ヶ峰（標高1,540m）

塩原火山群の峰

前黒山（標高1,678m）、富士山（側火山・標高1,184m）、明神岳（標高1,627m）、大入道（標高1,402m）、小入道、ミツモチ（標高1,248m）

～～～ 那須連山 ～～～

那須岳（なすだけ）は、栃木県那須郡那須町にある茶臼岳の別称、那須塩原市、那須郡那須町、福島県西白河郡西郷村にまたがる

成層火山群の総称でもあります。

茶臼岳は、活火山であり、噴気があり噴火口に近い区域では硫黄の臭気が漂っていています。

また、火山噴火予知連絡会によって火山防災のために監視、観測体制の充実等の必要がある火山に選定されています。

那須連山群

茶臼岳(標高1,915m)、朝日岳（標高1,896m)、三本槍岳（標高1,917m)、南月山（みなみがつさん）(標高1,776m)、黒尾谷（くろおや）岳(標高1,589m)

用途に合わせて

30種以上の規格品を揃えています。

花壇をみると、小さな暖かさが．．．． 緑がいっぱいになる日が待ち遠しいです。

製袋担当

中山 正男


